
 平成28年度当初予算　予算要求シート

・ ・ ・

【目的】

【内容】

【経過（～27年度）】 【28年度】 【今後予定（29年度～）】

【今年度要求のポイント】

関連事業：  災害時の支援システム構築事業

: - 2 -

1-2
局・課名

2,714 3,777

事業費（千円）

主な要求内容 （単位：千円）
項目 27年度予算 28年度要求額 内容・積算等

期間

事業区分 ： 重点

平成28年度要求額平成26年度決算額

事業名 避難行動要支援者調査事業

： 健康福祉局　障害者支援課
　施策番号マスター

プラン
：

３つの挑戦

未実施の4校区の対象者のほか、既に実施
している89校区についても、避難行動要支援
者に新規登録された方や前回ダイレクトメー
ル送付時に未回答であった方に対して、ダイ
レクトメールを送付する。

継続実施。

平成27年度予算額

1,196 1,196 事務補助1名、コールセンター1名

スケジュール（経過及び今後展開）

要求額（千円）

5,643

93

210

204

委託料等286

291

　H　～H

事業

概要

　災害時に自ら避難することが困難であると思われる避難行動要支援者を対
象に本人の同意を得て、民生委員児童委員による訪問調査を実施する。ま
た、調査の際に、個人情報利用の本人同意をいただくことにより、災害に備
え、地域・行政で個人情報を共有し、また、平常時においても地域における自
助・共助の仕組みづくりの一助とすることを目的とする。

 　東日本大震災の教訓を受け、地域の避難支援の取り組みを進めるため、避
難行動要支援者訪問調査を継続実施する。
【避難行動要支援者調査事業の概要】
①校区の民生委員児童委員長、自治会校区代表者、校区福祉委員長の三者
からこの事業に賛同を得られた校区で事業を実施する。
②避難行動要支援者に民生委員児童委員による訪問調査を希望するかを尋
ねるダイレクトメールを送付する。訪問調査を希望した方に民生委員児童委員
が訪問し、心身の状況、家族の状況などを聞き取り、避難行動要支援者台帳
を作成する。
③台帳をもとに、個人情報利用の本人の同意があった方については、避難行
動要支援者一覧表を作成し、地域・行政で共有し、災害時の発生に備え日常
の見守り活動や自主防災活動などの地域の取り組みに活用する。

　未実施の4校区の対象者のほか、既に実施している89校区
についても、新たに避難行動要支援者へ新規登録された方
や前回ダイレクトメール送付時に未回答であった方に対して、
ダイレクトメールを送付する。

封入業務

93

4,4174,439

債務負担行為

賃金

印刷製本費 封筒印刷

通信運搬費 送信@67円×28,535人　返信@97円×19,219人

消耗品費 調査ファイル等

021011整理番号

合計 4,417 5,643

みんなの審査会対象外

その他　特記事項

24年度6校区、25年度65校区、26年度15校
区、27年度3校区において避難行動要支援
者に対する民生委員児童委員による訪問調
査を実施。同意を得られた方の一覧表を作
成。


